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【削減状況の自己評価】
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固形生産量（17,531t）

未達達成1.0

① 水島工場

目標削減率
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）年度削減実績

計画期間： 5
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本票作成

分類
コード

事業の
概　要

部署名：

番号

③CO2換算3,000t以上

16

（●工場等の数 1 所 ●車両台数（②該当の場合）

倉敷市松江４丁目１番１号

台）

5 6

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況

5

（令和

氏
　
名

（法人にあっては名称） 住
　
所

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

①

荒川化学工業株式会社
541-0046

業種名：化学工業

粘着付与剤、フィルム改質剤、製紙用薬品、合成ゴム重合用乳化剤の製造

ｔCO2

削減目標の
達成状況

主な工場等
の排出量

番号

11,165

ｔCO2

)年度排出量

10,720

工場等の名称 所　　在　　地

主たる業種

県内の
主　な
工場等

水島工場

大阪市中央区平野町１丁目３番７号

水島工場　保安課

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

生産量の減少、電力排出係数の上昇および本年度より、非化石燃料（廃油）の使用による二酸化炭素排出
量が1,557（ｔ）加わったため、温室効果ガス排出量は増加し、原単位（t CO2/生産量 ｔ）は悪化した。
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【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

【推進体制】

岡山県矢掛町と森づくり協定を結び、町有林3.3ヘクタールの保全に向けてアカマツの植
栽に取組んでいる。植林及び下草刈等の環境整備を計画（3回/年）し、本年度はCO2森林
吸収認証量8ｔ以上を目指す。

2020年度の第一期工事で倉庫の屋根に自家消費型太陽光発電設備を導入して運用中である
が、2023年度8月に第二期工事として中央道路および正門前に増設し、2023年度年間発電
量は190,902（kWh）であった。

　 無

有　
県内で
の取組

水島工場 （令和５年度実施分）
・水冷から空冷への切替によるクーリングタワー電力削減
・空調機エアハンドリングユニット更新による電力削減
・太陽光発電システム増設による購買電力の削減
・蒸気漏れ補修による蒸気量の削減

（今後実施予定分）
・照明のLED化による電力削減
・製造工程の見直しおよび1バッチあたりのスケールアップによる電力削減
・加熱炉バーナーノズル更新による燃料削減
・蒸気漏れ補修による蒸気量の削減

　 無

その他

その他

県内で
の取組

工場等の名称

ISO14001のシステムに則って年初に年間エネルギー削減目標を立てて環境マネジメントプログラム（年間
計画）を策定し、省エネ活動を推進している。各課で挙げた省エネテーマの進捗については月末に評価を
行っている。

有　

実施した措置及び今後の取組の内容


